
【参考事例】アムステルダム スマートシティ

 スマートシティの先進都市であるアムステルダム（オランダ）では、当初の2009年は気候変動・エネルギー政
策からスタートしているが、現在はオープンデータ、オープンイノベーションを柱として、個人及び地域企業
（スタートアップを含む）と共に「アーバンイノベーション」の取組みを実施

 2019年からデジタルシティの活動指針を示す「The Digital City Agenda」を公表、データ・技術の利用責任、
デジタル格差の解消、サービスへのアクセシビリティの向上等を掲げている

 デジタルツインは、2019年に都市計画への活用を目的として構築、公開

（アムステルダム Smart City ホームページより）

アムステルダム スマートシティ実施のアプローチ アムステルダム デジタルツイン

（アムステルダム Digital Twin ホームページより）

• 建物はLOD2で作成

• 樹木が表現されている

• 大規模建物には階層別情
報も付与

※ArcGIS Urbanを利用

デジタルシティ活動指針（2019年 1.0版）

（DigitalCityホーム
ページより）
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【参考事例】国土交通省都市局「まちづくりのDX」

 都市計画基本図をもとに、「まちづくりのデジタル基盤」として3D都市モデルを構築
 令和２年度に全国50都市を対象にモデル的に整備 （東京23区もモデル地区）
 災害リスク情報などをユースケースとして3D表示
 採用データ形式はCityGML、オープンデータとして提供

（国土交通省「インフラ分野のDXに向けた取組紹介」より）

取組みの全体イメージ

ユースケース事例：浸水リスクの可視化
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【参考事例】内閣府i-都市再生 i-UR1.0

３D都市モデルのためのデータ仕様（案） 『i-UR 1.0』(i-Urban Revitalization）

• 下記の５つのモデルの組合せで仕様を構成
①3次元の都市オブジェクトから

構成される都市モデル
②分析に利用可能な都市オブ

ジェクトの詳細情報
（例：建物構造）

③都市再生にかかわる法規制等
④都市の需給分析に利用可能な

統計情報
⑤広域分析・可視化に利用可能

な広域モデル

• 定義している地物種類とLOD
①建物 ３D（LOD1～LOD3）
②土地利用 ２D
③交通 ２D
④都市機能 ２D

• 2019年11月に1.0を策定
• CityGML2.0に準拠

（内閣府「i-都市再生」の技術仕様案（i-UR 1.0）」より）

建物 土地利用 交通

都市機能
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（国土交通省 屋内電子地図報道発表資料より）

【参考事例】国土交通省国土地理院「屋内電子地図」（１／２）

 「高精度測位社会プロジェクト」の実証事業において階層別屋内地図を作成・公開
 国土地理院「階層別屋内地理空間情報データ仕様書（案）」に基づき整備

※「３次元屋内地理空間情報データ仕様書」が規定する3D屋内データを、階層別に2D化した地図
 東京駅周辺、新宿駅周辺地図がG空間情報センターから公開（GeoPDF・Shape形式）

成果データのイメージ（新宿駅周辺）
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【参考事例】国土交通省国土地理院「屋内電子地図」（２／２）

３次元屋内マップ向けのデータ仕様２種類

• 駅、空港、地下街及び競技場等の公共的屋内空間を主な対象
としている

• BIMのデータ交換標準であるIFC（Industry Foundation 
Classes）に準拠

• データ形式はifcxml
• 対象エンティティは次のとおり

施設、建物、階層
床、柱、壁、梁、屋根
カーテンウォール、ドア
窓、階段、スロープ、天井
手すり、パネル、輸送設備

• BIMとIFCデータの関係

データイメージ

階層別に2D化

• フロアマップ提供者、屋内歩行者ナビ
ゲーションサービス事業者を想定して
データ仕様を策定

データイメージ

変換
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【参考事例】３Dデジタルマップ 民間プロダクト

6

ゼンリン ３D地図データ

（ゼンリン社ホームページより）

 日本全国の3D地図データを提供（FBX・3DS・DXF形式）
3D都市モデルはテクスチャ付で国内21都市を対象
広域３次元モデルデータは全国を対象

 広域３次元モデルデータは、建物階数情報で高さを付与
 地図販売だけでなく、オンラインでのデータ提供サービスも実施

（使用量に応じた料金プラン）

NTTデータ/RESTEC AW3D

（AW3Dホームページより）

 衛星画像データを使った3D地図を提供（0.5m～5.0m解像度、
Shape形式）

 DSM/DTM、建物3Dモデル、テレコム3D等のプロダクトを提供
 建物は、機械学習により矩形を自動抽出
 注文により任意のエリアのデータを作成・提供（受注生産）

高精細版地形データ ビルディング3Dデータ

（CADCenter社ホームページより）

キャドセンター REAL 3DMAP

 東京23区・大阪エリアを対象とした3Dデータを提供（3dsMax形式）
 航空写真（東京エリアは2017年、2014年）をベースとして作成して

おり、昼景・夜景・VR用あり
 対象エリア×使用期間でのライセンス契約
 不動産プロモーションや景観シミュレーション等に利用

REAL 3DMAP TOKYO REAL 3DMAP TOKYO夜景

ヘキサゴン コンテンツプログラム

 北米・欧州を中心にヘキサゴン社が展開するコンテンツプログラム
 DSM、建物3Dモデル等のプロダクトを提供
 同一コンテンツに対して複数利用者（行政・民間）がシェアリングす

るサブスクリプションモデルにて提供

（ヘキサゴン社ホームページより） 18


